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西村の相互転座系統利用による稲の連鎖分析

稲の交雑に関する研究，第 LIV報')

佐藤茂俊・木下俊郎・高橋高右衛門

(北海道大学農学部育種学教室)

Linkage analysis of rice plant， by the use of NISHIMURA'S 
reciprocal-translocation lines. 

一一一 Geneticalstudies on rice plant， LIV一一

Shigetoshi SATO， Toshiro KINOSHITA and Man-Emon TAKAHASHI 

(Plant Breeding Institute， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

Received， August 29， 1972 

緒 論

半数染色体数から期待される稲の 12連鎖群は既に作

成されているが(長尾・高橋， 1960， 1963; 高橋， 1963; 

高橋・木下， 1968)，その染色体的基礎を明らかにするた

めには細胞遺伝学的方法によらねばならない。その為の

手段として各種作物にて可能なものに琴染色体，三染色

体個体の作出ならびに相互転座個体の利用などがある。

稲では雰染色体の利用は望み薄であるが，その他は可能

であり，既に夫々の研究が進められている。即ち三染色

体利用では Hu(1968)， IWATA et al. (1970)の報告，

また相互転座利用では西村(1961)，岩田・大村(1971a，b) 

がある。然しその知見は未だ不充分であり，今後共多く

の研究が重ねられる必要がある。

著者等も標識遺伝子型系統のいくつかについて転座ホ

モ系統の育成を通して，この分野の研究を行ないつつあ

るが，同時にまた既往の研究者の使用系統を用いること

によって研究基盤の統ーを常に心がけている。今回報告

せんとするものは西村(1961)の作成した系統を用いた結

果についてである。この系統は同時に岩田・大村 (1971a，

b)に依っても用いられていることから，両者の結果は直

ちに対照或いは補填し得る利点をもっ。加えて転座ヘテ

ロ及び転座ホモ系統間交雑 F，個体に於ける Pachytene

analysisから染色体地図作成は可能である。

1) 北海道大学農学部育種学教室業績

なお転座分析は質的形質のみならず耐病性や出穏期，

草丈など育種上重要な形質の遺伝子分析にも応用出来る

ことを附記する(張， 1960)。

本文に入るに先立ち，研究材料の作成者西村米八博士

と種々御高配を賜わった鳥山国土博土ーに謝意を表ーする。

材料及び方法

西村(1961)により作成された転座ホモ系統のうちで今

回供試されたものとその来歴は Table1の如くである。

これらの転座系統との交配実験に供されたのは，北海道

大学農学部作物育種学教室で保存されている Linkage

testerであり，それらの系統の有する標識遺伝子とそれ

による形質発現は， Table 2及び Table3に示されて

L 、る。

転座分析法では， F2集団に於ける稔性の分離調査を不

可欠とする。転座ホモ系統は総て感光性が高い系統であ

り，出穂の遅延による不稔の発生を防ぐ為F2集団は山

形市の実験園場に栽培された。困に転座ホモ系統の種子

稔性は通常品種と変りなく，総て 90~100% の中に入る。

連鎖関係の推定に当たっては連鎖の χ2値の有意性を

検討した後に JOACHINの方法に依り切断点と標識遺伝

子との聞の組換価を計算した。なお2つの標識遺伝子間

の通常の分離様式に基づく組換価の算出は IMMERの方

法に依っている。
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Table 1. List of th巴 NISHIMURA'stranslocation 

homozygote lines (R. T. lines) used 

RT line No. 
Translocated Origin 
chromosomes 

RT  1-2 1， 2 Okute-asahi-X-15 

R T 1-3a 1， 3 Norin 8-1-15，0 

R T 1-3b 1， 3 8-1581 

RT  1-8 1， 8 8-1288 

R T 1-10 1， 10 8-1533 

R T 3-4a 3，4 Okute-asahi-X-61 

R T 3-4b 3，4 N orin 8-4-15，0 

RT  3←6 3，6 Okute-asahi-X2-7 

RT  3-8b 3，8 Az-4 

R T 3-11a 3， 11 ←X2-4 

R T 3-11b 3， 11 Norin 8-44 

R T 3-11c 3， 11 8-1267 

R T 3-12 3， 12 8-1509 

RT  5-6 5，6 Okute-asahi-X-l20 

RT  5-9 5，9 -X-69 

R T 6-10 6， 10 Norin 8-1470 

R T 6-11 6， 11 Okute-asahi-X-204 

R T 7-8a 7，8 AC-13 

R T 7-8b 7，8 X-205 

RT  7-9 7，9 Aj-7 

R T 8-10 8， 10 Norin 8-1244 

R T 8-12b 8， 12 8-13 

R T 9-10 9， 10 Tosan 19-B-7-1 

R T 10-11 10， 11 Okute-asahi-X-141 

Table 2. Linkage testers crossed with the 

NISHIMURA'S R. T. lines 

Code of linkage 
Genotype concerned tester 

A-5 CBr A Pr Rc Rd I-Bf 

A-58 CB A Pr wx Pn 

H-9 CB d2 19 A+ bc 

H-20 I-Bf Rc la 

H-69 CFI nl fs 

H-79 CI1 d2 19 la bc 

H-100 CFlp A Pl ds gl 

H-103 CBp A nl gl 

H-120 CB A Plw 

H-126 CBp A Pl ds Hg 

H-135 dj g gh 

H-137 

H-138 

H-140 

H-143 

Dn fs nl 

CFI Arl wx g ds 

d1 fs ri bl1 

Rc g叩 gh

Table 3. Relation among linkage group， marker 

gene and character expression 

Linkage恥1arker
Character expression group gene 

C Chromogen for anthocyanin color 

wx waxy (glutinous) endosperm 

d2 “ebisu" dwarf 

II 19 liguleless 

Pl Purple leaf 

A Anthocyanin activator 
III 
Rd Red pericarp 

d6 “lop-leaved" dwarf 

IV g long empty glume 

Rc Brown pericarp 

V I-Bげ Inhibitor for brown forrows in glume 

gw green-and-white stripes 

VI d1 “daikoku" dwarf 

gh gold hull and internode 

Vll 
fs 五nestripes in leaf margin 

Dn Dense panicle 

VIII la “lazy" growth habit 

rt verticillate rachis 
IX 
nl neck leaf 

X blj brown discoloration of leaves 

XI bc brittle culm 

XII 
d glabrous 

Hg Hairly glume 

細胞学的研究に供試された穎花は，少量の塩化第2鉄

(FeCI3)を加えたカノレノア液(酢酸:エチルアノレコール=

1: 3)で固定され，それを酢酸カーミンで染色した後，押

つぶし法により一時フ。レパラートとし，検鏡した。



Table 4. Results of linkage relationships by the use of the reciprocal translocation method 

2~~~e 1 II I III I IV I V I VI I VII I VIII I IX I X I XI I 

RT  1-2 一 十 + 
R T 1-3a 十

R T 1-3b 

RT  1-8 + + 
R T 1-10 + + 
R T 3-4a 十

R T 3-4b + 
RT  3-6 + (十) (+) 

R T 3-8b + 
R T 3-11a 

R T 3-11b + 
R T 3-11c + 十

R T 3-12 + + 
RT5-6 

RT  5-9 + 
R T 6-10 + + 
R T 6-11 十 十 + 
R T 7-8a 

R T 7-8b 十

RT 7-9 

R T 8-10 十

R T 8-12b + + 
R T 9-10 十 十

R T 10-11 

Note. +….. significant at 1 % level. (+)……significant at 5ro level.……non signi五cantat 5% level. 
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即ちC及び wxと RT6-11との聞には夫々組換価3%

実験結果 及び7%とL、う強度の連鎖関係が認められた。これはC

前述の転座分析に基づき F2において転座点と標識遺 及びwxが第6或いは第11染色体に座乗することを意

伝子との連鎖関係の有無を調べた結果がTable4にまと 味するが，後記の如く C及びwxとは独立の 19(無葉舌)

めてある。表中の+及び(+)の記号は連鎖の X2{I直が夫 と同転座点との悶が4%の組換価で連鎖していること

々1%及び5%水準で有志位が認められた物で、あり，5% と，19の属する第II連鎖群が第 11染色体に対応すると

水準でも連鎖関係の認められなかった場合はーで示して L 、う事実からすれば，第I連鎖群は第6染色体に対応す

ある。以下連鎖群別にそれの対応する染色体について検 るものとみなしてよいことになる。 wxとRT6-11の間

討を加える。 の組換価については既に岩田及び大村 (1971b)が報告し，

l 第I連鎖群 そこで得た値も 6.3%としづ近似したものである。

この群の標識遺伝子として用いられたのは C(花青素 RT6-1Oと wx及び Cとの聞の組換価は夫々 33%

色原素)及び wx(儒梗性)である。 及び 27%である。 RT3-6とwx及び Cとの問の組換

両遺伝子を含む交雑組合せのうちで，転座分析にて逮 価は夫々 50%及び40%であったことから，遺伝子及び

鎖関係が示唆された Fz分離は Table5の如くである。 転座点の位置関係は wx~RT6-11-C-RT 6-10-RT 

Table 5. Linkag巴 relationsb巴tweenthe marker genes chosen from the respective 

linkage group and the interchanged points (1) 

Linkage Marker 

group gene 
RT line 

Segregation mode 
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wx RT  3-6 

R T 6-11 205 375 178 28 786 6.7土1.30% 1.98 .7-.5 
(221.1) (368.4) (171.9) (24.6) 

C RT:3-6 

R T 6-10 

211 22:cl 67 6:cl 564 :39.5:t 9.11 % 1.24 .8-.7 
(208.4) (214.6) (73.6) (67目4)

89 105 33 22 249 27.0ェ5.86% 1.16 .8-.7 
(86.8) (100.0) (37.7) (24.5) 

R T 6-11 379 697 313 22 1411 3.4土0.64% 1.23 .8-.7 
(375.9) (682.:3) (329.6) (2:3.2) 
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Note. A: Dominant. a: Recessive. F: Fertile. S: Semifertile. 

( ): Calculated number from the respective recombination value 
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Fig. 1. Linkage map of the 1st group. 

斤T3-6

4 

3-6であると思われるo 以上の成績に基づいて第I連鎖

群の地図を試作すれば Fig.1"-コ如くなる。

因に正常な染色体構成の系統間での交雑による C-wx

の組換価と，転座点が両遺伝子聞に在る場合の同遺伝子

間の組換価とを比較したのがTabl巴6である。転座点を

介した場合には正常な染色体構成の場合より 15%も減

少していることが注目される。転座点の存在により交叉

が制限されるのではなかろうか。

2. 第II連鎖群

標識遺伝子としてゐ(夷型経性)， Pl (葉身紫)及び

19を選び転座分析に供した。 Table5に示す如く ，d2と

RT 3-11 b及びPlとRT3-1lcとの聞には夫々 25%及

び 18%の組換価で明らかな連鎖関係が認められ，更に

RT6-1lと 19との聞にも組換価が 1%とL、う強度の連

鎖、関係がみい出された。従って第 II連鎖群は第 11染色

体に対応するという岩田・大村の報告 (1971b)はここで

も支持される。

RT3-11 b-lgの組換価が独立の場合に近いことから

ここではRT3-11 b-d2一危なる順位関係が一応推定さ

れる。しかし岩田・大村 (1971b)は向転座点と Plとの

聞に強度の連鎖、関係をみい出し，d2-RT 3-11 bー危な

る関係を報告している。

これらのくい違いを d2-lgが離れている結果として

起きたものと考えるならば， ここではゐ-RT3-11 b 

19の位置関係の方を選ぶのが妥当のようである。因に

RT6-11とPlの組換価を求めると 47%であった。 Pl

19の組換価は31%(長尾・高橋 1963)であることから，

ここに PI-lg-RT6-11なる位置関係が推定される。

以上の結果をまとめた第II連鎖群の連鎖地図は Fig

2の如くである。

dz 
+ 

(R正r-lJb) 吋-1ω

41 

Fig. 2. Linkage map of the 2nd group. 

3. 第III連鎖群

A(花青素アクチベーター)及び Rd(果皮赤色)を用

いて実験を行なった結果を Table7に示す。

A とRT1-3a， RT 3-4b， RT 3-6， RT 3-11c及び RT

3-12との間には夫々 15%，20%， 25%， 24%及び 17%

の組換価を以って連鎖関係が認められた。これらの組換

価に基づく期待値は観察値によく適合し，Aは第3染色

体に座乗していると結論される。更に RdとRT3-4a 

及び RT3-12との聞にも連鎖関係がみい出され?夫々

22%及び20%の組換価が算出された。

岩田・大村 (1971a)は第1lI連鎖群に属する eg(過剰

穎)， lax (粗粒性)及び d10 (多けつ型倭性)を用いて，

同連鎖群が第4染色体に対応すると報告した。これは著

者等の結論と異なっている。岩田等の用いた転座系統は

RT 3-4a， RT 3-4 b及び RT4-5の3系統であるが，前

記の如く著者等の結果でも RT3-4aはRdと，またRT

3-4bは A と夫々連鎖関係が明らかとなっているうえ

に，他の転座系統を用いた場合，例えばRTl-3a，RT 

3-6， RT 3-11 c及び RT3-12においても連鎖、関係は明

らかである。従って著者等は第III連鎖群は第3染色体

に対応するという結論を下さざるを得なし、。なお岩田・

大村 (1971a)が分析に用いた eg，lax及び dlOについて

Table 6. Combined segregations of C and wx in Fz from two types of crosses; 

“b巴tweennormal lines" and “between normal and translocated lines" 

Type of Fz segregation 
Phase C-， C-， R.C.V. χ2 d.f. P 

cross CC， CC， Total 
wx+ wxwx wx+ τvxwx 

Normal Rep. 704 278 302 18 1302 25.3::1:: 1.7:)rO 4.28 3 .3-.2 
(171.8) (304.7) (304.7) (20.8) 

Interchanged水 Rep. 404 204 176 2 786 10.5土2.3710 2.42 2 .3-.2 
(395.2) (194.3) (196.5) 

*・ Interchangedpoint (RT 6-11) i司existentbetween C and wx. 
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は，それが第 III連鎖、群の他の標識遺伝子と如何なる連

鎖関係にあるかは別に検討中であるが，Lax-A悶には

約 34%，d10-A聞には約27%の組換価が得られてい

る。 従って lax及び dlQが第 III連鎖群に属すること

自体には問題はなさそうである。

4. 第IV連鎖群

標識遺伝子として果皮着色遺伝子Rc，長護穎遺伝子g

及び夷儒型倭性遺伝子 d6を用いて実験を行なった。

Table 7に示す如く， RT 6-10とぬ及び g との間に

は共に22%の組換価を以って連鎖関係がみい出された。

d6-gの組換価は約 3%と算出されたことから一応 RT

6-10-d6-gなる座位関係が推定される。 またぬ-RT

9-10-Rc及び g-Rc-RT1-10なる位置関係も得られ，

併話ニニ ~ RT:rψ (RT8-iO)伊尺]-10

ヒァド3L30-'一世31
Fig. 3. Linkage map of the 4th group. 

第 IV連鎖群は第 10染色体に対応するといってよい。

以上の結果をまとめ同連鎖群に属する標識遺伝子と転

座点の位置関係を示したのが Fig.3である。

5. 第V連鎖群

本連鎖群に所属する遺伝子は，1-BI (穎縦筋陪色抑制)

ならびに Ps(柱頭分布)の2つのみである。その内の 1-

Table 7. Linkage r巴lationsbetween the marker genes chosen from the 

respective linkage group and the interchanged points (2) 

AF AS aF aS Total 
R.c.V P 

Linkage Marker 
RT line 

group gen巴

Segregation mode 
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R T 8-10 143 301 164 
(153.2) (303.6) (152.3) 

609 0.3土0.57% 1.76*.5 -.3 

R T 9-10 106 179 71 30 386 15.2 :t 2.82% 3.71 .3 -.2 
(121.4) (168.1) (71.6) (24.9) 

Note. *: Degree of freedom was 2. 
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Bfに関しては PT3-6と連鎖する場合と，別に RT8-

12bと連鎖する場合の2例が得られた (Table8)。これ

らは互に相反する結果であり，両者のいづれかは少なく

とも何らかの原因でみかけ上の連鎖関係を生じたと考え

ねばならないが，一応I-Bfは染色体3，6， 8， 12の4本

の内いづれか l本に座乗するのであろう。

岩田・大村 (1972)が三染色体法に依り，同遺伝子は第

3染色体に座乗するとの結果を報告している。もし;第3

染色体に属するならば，著者等の結果ではA及びRdな

ど第III連鎖群の遺伝子と I-Bfが連鎖関係をもっ可能

性を考えねばならなくなる。いづれにしても今後の検討

が必要である。

6 第VI連鎖群

gω(北光縞)による縞形質はアノレピノに近く，生育に

悪影響を及ぼして，縞個体が死滅する場合が多い。 F2分

離では縞個体の著しい過少を示したのでWINGEの方法

で補正したのち組換価を算出した。 gh(穎黄金色)

と転座点との組換価の算出にもまた同様な処理が施さ

れた。

Table 8の如く ，gwは RTl-2との聞に連鎖関係を

もっ。後述の如く ，gw， d1(大黒型媛性)及びghの3遺

伝子と独立の関係にある Dn(密穏性)が再び RTl-2と

連鎖、し，Dnは第1染色体に座乗することから，第VI連

鎖群と第2染色体との対応関係が可能となり，ここに

gh-RT 1-2-gwなる位置関係が推定される (Fig.4)。

gω 

仁

山
咋
共

gh 

Fig. 4. Linkage map of the 6th group 

40 

なお d1と4転座系統，RTl-3a， RTl-3b， RTl-8 

及び RT1-10との間が独立の関係であることは上記の

対応関係の可能性をより高めるものである (Table4)。

AF AS 

Segregation mode 

aS aF Total 

Table 8. Linkage relations between th巴 markergenes chosen from the 

respective linkage group and the interchanged points (3) 

Linkae:e Marker 
b~ "."-"..~" RT line 

group gene 
P R. C. V. χ2 

I-Bf RT  3-6 348 25.1 :t 4.53% 3.07 .5-.3 

V 
R T 8-12b 384 19.6土3.49% 0.01 >.99 

gw RTl-2 

VI 
gh RTl-2 

Dn R T 1-2 

VII 
RT  1-8 

128 147 
(119.7) (141.3) 

127 161 
(126.3) (161.7) 

46 
(54.3) 

66 
(65.7) 

27 
(32.7) 

30 
(30.3) 
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7. 第VII連鎖群

標識遺伝子Dnは RT1-2及び RT1-8との間に夫々

23%及び 29%の組換{耐を以って連鎖することが認めら

れた (Table8)。従ってDnは， Z官1染色体に座乗して
L 、る。

なおl司連鎖群に属する赤三B*ii，¥遺伝子よちは RT1-2， 

RT 1-3a， RT 1-3 b及び RT1-10との間で必ずしも明

らかな連鎖関係は得られなかった0

8. 第VIII遠鏡群

もつれ性遺伝子 laとIU5-9，RT7→9及び RT9-10 

との間にl工夫々 21%，15%及び 145;)'の組換価を以って

連鎖が存在するとの結果を得た (Table81。従って，第

VIII連鎖群は第9染色体に対応するとみなしてよい。

これを裏付ける成績は既に宕回・大村 (1971いによって

得られているが，そこでの laとRT9-1Oの問の組換価

はやや小さかったO

RT9-10のヘテロ個体及び転座ホモ系統 RT7-9と

RT9-10との交雑F1個体について，PMCのPachyt巴ne

stage に於ける染色体対合を観察した結果のーラ二の例

が Fig.5である。 H.T9-10ヘテロ個体の染色体像 (Fig.

5叫に於ける染色体部分のJ:tが 1:1.9: 2.7・2.7であった

ことから， Fig.5b及び b'¥こ示される 2つの転座点のう

じ

つ
b' 

Fig. 5. Crossεd shape五guresof interchanged 

chromosomes at pachytene stage; 

(a) the clrawing of RT 9-10 h日terozygote

by cammera lucida (x 1000) 

(b) F1 hybrid between RT 7-9 and RT 9-10 

(x 678) ancl (b!) the clrawing of the五g-

ure (b) by cammera lucida (x 750). 

|←15ーヰ←14-7/
Fig. 6. Linkage map of the 8th group 

ちAがRT9-10であると共に C-染色体部が第ヲ染色体

に属することが推定される。 ABf自の染色体部分l土最長

腕 Dを第9染色体に属するとしても全長の 30%に相当

する染色体部分が組換価196に当たることは不合理であ

る。従って RT7-9--la-RT 9伊 10なる位置関係の妥当

なることが結論される iFig.6!0

9 第IX連鎖群

僚議遺伝子として 711i芭被1及び ri(q焔校)を用いう nl

については，明らかな連鎖関係はみい出されなかった

，Table心が，rlとIn3-6との問には約29%の有i換佃i
で連鎖関係がみし、出された ¥Table8)。従ってち少なく

も rlは第 3或L、は第6染色体に座乗することが推定さ

れる。

岩田・大村 (1971がはげが第1染色体に座乗している

と報告しているが，前記の如く第3染色体は第 III連主浅

草手;こ対応することが明らかとなっているので 3 もし nが

第3染色体に属するならば，riは第 III連鎖在'tに属さね

ばならない。第3或いは第6染色体のいづれに対応する

としても，今後の検討が必要である。

10. 第X連鎖群

籾枯位遺伝子一bhi土転oz:点 RT1-8及び RT3-8bと

連鎖している結果が得られた (fable8¥従って第 X連

鎖群は第8染色体に相当する。 bl1とRT3-8bとの間に

得られた組換佃iは約6%で岩田・大村 (1971b)による値

0.9%よりはかなり大きかった。

11. 第XI及び第XII連鎖群

I 第XI連鎖群の標識遺伝子てで、あるbc(胤主鋭鎌t並1いらずjん，第 XII

逮鎖群の標識遺f伝え子 gl(無毛性)及び I-l呂

いていくつカかミの転座点との!問L百旬{司]γvてでc'‘得られた結果tは土 Table4

に示さjれ1る如く，明らかな連鎖関係はみい出されてい

ない。

従って同連鎖群に対応する染色体さと明らかにすること

は出来なかった。

日間 考

稲の 12連鎖群lこ対応する染色体の種類を明らかにす

ることを第 lの目的とL，転座分析を行なったがラ 12の

うち少なくも 8若手に対しては対応する染色体ヵ、明らかと

なった (Table針。これを著者等と同じ転皮ホモ系統を

主に用いて.転座分析を行なった岩田・大村の結果と
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Table 9. Relation between th巴 linkagegroups 
and the kinds of the chromosomes 

Linkage Kincls of chromosomes assigned 

group (by authors) 
(by 1WATA 
and UMURA) 

王 6 6 

E 11 11 

m 3 4 

IV 10 10 

V 3， 6， 8 or 12 3 

VI 2 2 

Vs 

L唖 9 9 

JX 3 or 6 3 

X 8 8 

xl ? 5 

xrr ? 

対応せしめると， Table 9にみられる如く第1，II， 1V， 

VI， VII， VIII及びX連鎖群についてはよく一致する結

果となった。然し第 III連鎖群に関しては転座分析法に

供試された標識遺伝子が異なるとしても著者等が転座系

統の種類を増し;検討を重ねた結果からは第3染色体に対

応するとしなければならないようである。

第V及び第1X連鎖群に対応する染色体として 2乃至

複数個の中の 1っとL、う結果が得られたが，この中には

いづれも第3及び第6染色体が含まれている。第6染色

体はすでに第 I連鎖群に対応することが明らかになって

いる故，今後は第V及び第1X両連鎖群の所属遺伝子の

個々について対応する染色体を分析し第Iならびに第

III連鎖群との連鎖独立関係を明らかにしなければなら

ない。

なお第X1及び第XII連鎖群については現在のところ

対応する染色体は明らかでない。すでに大麦やトウモロ

コシでは転座分析の応用により詳細な染色体地図が得ら

れているので，稲においても細胞遺伝学的方法を組織的

に併用して連鎖分析を強化することが必要であみ。

摘要

1. 既知の 12連鎖群に染色体的基礎を与えるため，

転座分析法により連鎖分析を行なっている。転座ホモ系

統として今回は西村の作出した系統を用い，これと長尾・

高橋・木 Fの標識遺伝子を有する Linkagetesterとの悶

で交雑を行ないそのむを対象に標識遺伝子と転座点の

連鎖関係を調査した。

2， C及びωz遺伝子の属する第I連鎖群は第6染色

体に対応し，転座点及び遺伝子の染色体上に於ける位置

関係は wx-RT6-11-C-RT6-1O-RT3-6であった。

3 第 II連鎖群の標識遺伝子 d2，Pl及び 19は第 11

染色体に座乗し，d2-RT 3-11 b-Pl-RT 3-11 c-lg-

RT 6-11-RT 3-11aの座位関係であった。

4. 第 III連鎖群は第3染色体に対応した。

5. 第 VI連鎖、群は第 10染色体に対応し同連鎖群に

属する d6，g及び Rc遺伝子と転座点との位置関係は

RT 6-1O-d6-g-RT 9-1O-RT 8-1O-Rc-RT 1-10と

なった。

6. 第V連鎖群の標識遺伝子であるl-Bfは第3，第6，

第8或いは第 12染色体のいずれかに座乗する可能性が

推定された。

7. 第 VI連鎖、群は第2染色体に対応し， g四及びgh

と転座点との位置関係はgw-RT1-2-ghであった。

8. 第 VII連鎖群に属する標識遺伝子の1つDnは第

1染色体(仁染色体)上にあるとみられた。

9. 第 VIII連鎖群は第9染色体に対応し， RT7-9-

la-RT9-1Oなる位置関係が得られた。

10.第 IX連鎖群に所属しているバ遺伝子は第3或い

は第6染色体のいづれかに座乗している可能性がある。

11 第X連鎖群は第8染色体に対応した。

12 第 XI及び第XII連鎖、群に対応する染色体は今後

の分析に待たねばならない。著者等と岩田・大村 (1971a，

b， 1972)の結果との対応から今後第III連鎖群の所属す

る染色体の異同を検討する必要があると共に，第V及び

第 1X連鎖群に所属する遺伝子の座乗する染色体につい

てはなお検討を重ねなければならない。
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Summary 

The present authors have studied the relation司

ships between linkage groups and the corresponded 

chromosomes by the reciprocal translocation meth-

od. 

Twenty four kinds of reciprocal translocation 

homozygotes (Table 1.) and剖teenlinkage testers 

(Table 2.) were used in the experiment. The re-

ciprocal translocation homozygotes were crossed 

with the linkage testers， then the s巴gregationsfor 

the marker and the seed-fertility in the F2 popula-

tions were examined for linkage relation (Table 4.). 

The recombination values between marker genes 

and interchanged points were estimated by the 

JOACHIN'S method. 

The results obtain巴dare summarized as follows; 

1. Th巴 1stlinkage group was estimated to coト

respond to the 6th chromosome， and the order of 

the marker genes and the interchanged points was 

wx-RT6-11-C-RT 6-1O-RT 3-6 (Fig.1ふ

2. The 2nd linkage group， to which dz， Pl and 

19 belong， was corresponded to the 11th chromo-

some. The arrangement of d?-RT 3-11 b-Pl-RT 

3-l1c-lg-RT6-11-RT3-l1a) was considered to 

be most probable (Fig. 2.). 

3. A and Rd， which were chosen from the mark-

er genes of the 3rd linkage group， wer巴 locatedon 

the 3rd chromosome 

4. The 4th linkage group corresponded to the 

10th chromosome and the order of RT 6-10一ゐ-

g-RT9-10-RT8-1O-Rc-RT1-10 w巴reestimated 

(Fig.3.). 

5. I-Bf， the marker gene of the 5th linkage 
group， probably has a location on on巴 ofthe four 

chromosomes; the 3rd， the 4th， th巴 8thand the 

12th. 

6. The 6th linkage group was corresponded to 

the 2nd chromosome， and the ord巴rof the arrange-

ment was gw-RT 1ト一-2一4ιd手ジh(σFi泡g.4.)

7. The gene Dn which belong to the 7th linkage 

group has a relation with the 1st chromosome 

8. The 8th linkage group was corresponded with 

the 9th chromosome. The arrangement was esti-

mated to be RT7-9-la-RT9-10 (Fig. 6.). 

9. The gene of ri which belongs to the 9th 

linkage group was corresponded to either the 3rd 

or the 6th chromosome. 

10. The 10th linkage group was corresponded 

to the 8th chromosome. 

11. Linkage relation was not found between the 

genes from the 11th and the 12th linkage groups 

and the interchanged points. 

12. The discrepancy between the author's results 

and those of IWATA and OMURA on the 3rd linkage 

group must be solved in near future. In addition， 

the genes which belong to the 5th and the 9th 

linkage groups must be clarify from the corres-

ponded chromosome， individually， because of the 

possibility of inclusion in other linkage groups. 


